
□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

■ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 新型感染症対策事業 所管部局 総務部

1
所管
室課

危機管理室 事業名 新型コロナウイルス等感染症対策基金積立事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 211 施策 危機管理体制の充実

34,524 41,923 79,820
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

0.0 13.1 7.0 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

新型コロナウイルス等感染症対策基金積立

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

（１）新型コロナウイルス等感染症対策基金
件数（令和５年３月31日現在）
令和４年（1月～12月）…16件

寄附額（令和５年３月31日現在）
令和４年（1月～12月）…12,669,809円

（２）ふるさと納税ポータルサイトを経由し受けた寄附（「みんなで支えあう、すいたAID」指
定分)
件数（令和５年３月31日現在）
令和４年（1月～12月）…2,402件

寄附額（令和５年３月31日現在）
令和４年（1月～12月）…67,149,500円

決算額
　(千円)

事業概要

新型感染症対策

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

　新型コロナウイルス感染症の発生により、既存の備蓄物資や新たに購入した物資を活用し、
感染症拡大防止に対応した。
令和４年度手指消毒用アルコール購入　　103本
　　　　  サージカルマスク　150箱
        　予防接種用アルコール綿　8箱

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

寄附額79,820千円を基金として積立て、基金から
80,000千円を繰出し、吹田市新型コロナウイルス感染
症緊急対策アクションプランの市民生活への支援として
小学生の給食を無償化するために80,000千円を活用し
た。
令和5年5月、新型コロナウイルス感染症の感染症法上
の位置づけが2類相当から5類へ移行し、引き続き寄附
を状況ではなくなったことから、同年5月31日付で寄附
の受付を終了した。未活用の寄附金（積立金）の使途に
ついて検討が必要である。

今後の実施計画
の方向性・内容

拡充・縮小

2
所管
室課

人事室 事業名 新型感染症対策事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　「吹田市新型インフルエンザ等対策に係る備蓄方針」
に基づき、人事室では職員用の備蓄を行う中で、新型
コロナウイルス感染症の発生に伴い備蓄物資を消費し
たが、再度購入を行ったことで計画通りの備蓄が行え
ている。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

適切に事案に備える

所管
室課

事業名

473 1,712 163
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

1/1



□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

所管
室課

事業名

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

本事業については次年度より他事業への統合を行う
が、感染症拡大時に備蓄不足に陥らないよう、引き続き
計画的な備蓄が必要である。

今後の実施計画
の方向性・内容

廃止

次年度より他事業へ
の統合を行う。

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

新型感染症対策

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

新型インフルエンザ等対策特別措置法及び吹田市新型インフルエンザ等対策行動計画に基づ
き、新型インフルエンザ等の発生及び感染拡大への対策を講じる。
令和４年度は、令和３年度に引き続き、主に新型コロナウイルス感染症対策物品の購入を行っ
た。

決算額
　(千円)

事業概要

管理事業 新型感染症対策事業 所管部局 健康医療部

1
所管
室課

保健医療総務室 事業名 新型感染症対策事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 211 施策 危機管理体制の充実

422 369 499
※課題があるものは■
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□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

破砕選別工場 新型感染症対策事業

事業課 新型感染症対策事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

環境政策室 新型感染症対策事業

所管
室課

事業名

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業概要

管理事業 新型感染症対策事業 所管部局 環境部

所管
室課

事業名

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 211 施策 危機管理体制の充実

※課題があるものは■

1/1



□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

所管
室課

事業名

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

頻発、激甚化する災害に対して、より効果的・効率的に
対応していくためには、ICTや新たなテクノロジーを積極
的に活用し、被災者支援のDX化などを進める必要があ
る。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

一般財源の
比率（％）

100.0 82.7 30.9 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

防災情報充実強化、防災訓練、地域防災計画推進、国民保護法関連、防災関連システム運営管理、防災体制推進、防災用備蓄倉庫整備、災害ボランティア育成、非常用物
資備蓄、避難所等整備

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

【吹田市危機管理センター設置による拡充】
「吹田市危機管理センター」を市役所高層棟３階に整備し、災害等有事の際に初動対応を迅速
に行うことができるよう、災害対策に必要な機能や諸室をワンフロアに集約、常設化を実現し
た。
【防災訓練の実施】
地域防災総合訓練はコロナ禍での中止を経て3年ぶりに実施となったが、過去最多の参加機関・
団体による実施となり、一般市民の参加者も過去最多となった。
一斉合同防災訓練は、令和5年1月15日に危機管理センターの機能検証も兼ねて実施。
【防災用備蓄倉庫整備】
片山・岸部地域、千里山・佐井寺地域は、それぞれ旧岸部診療所１階、総合運動場駐輪場の用
途変更を行い、豊津・江坂・南吹田地域は吹田第二幼稚園跡地に新築した。これにより市内6か
所に防災備蓄倉庫の整備が完了した。

決算額
　(千円)

事業概要

管理事業 防災対策事業 所管部局 総務部

1
所管
室課

危機管理室 事業名 防災対策事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 211 施策 危機管理体制の充実

133,981 70,267 381,072
※課題があるものは■

1/1


